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母怨る木灘
若葉まぶしい4月29日、蒲生ぶなが池公園で行われた

植樹祭。この催しは大地の芸術祭のポケットパーク整備

事業として行われたものです。ポケットパークの作者で

ある造形作家の保科豊巳さんとともに蒲生集落のみなさ

ん約60人が植樹を祝いました。（作品解説7ページ）

　あり　ぽ．1、藁滋卿

造形作家の保科豊巳さん
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植樹を見守る蒲生集落のみなさん 高さ5㍍のコンクリートの台に
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主
な
内
容

新しい町議会議員の紹介………………②
戸籍がコンピュータ化されます………③
郷土芸能伝習施設「けやき」……④～⑤
合併任意協議会／里創プラン通信…⑥～⑦

松寿大学開講／松代病院…一一⑧～⑨
東京発／松代の自然／交流ひろぱ…⑳～Φ
公民館活動のお知らせ／住購からのお知らせ一⑫～㊥

文芸／お知らせ／町の行事予定ほか…⑭～⑭

■松代町役場

〒942－1592新潟県東頸城郡松代町大字松代3252番地1
T　E　L　　O2559－7－2220

FAX　O2559－7－2526・7－2300

URL松代町h重tp二〃wwwlown．matsud∂i．niigat∂jp／

　　松代観光協会http＝〃www£chigo－matsuda給om／



“いいまちづくり”に向け

　新たな町議会議員

　　14議席決まる

投票率は低下傾向91．53％

新
議
員
の
紹
介

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
数
字
は
年
齢
・

丸
数
字
は
議
員
期
数
、
議
員
役
職

お
よ
び
各
常
任
委
員
を
掲
載
。
総
・

文
”
総
務
文
教
常
任
委
員
、
産
・

厚
ー
産
業
・
厚
生
常
任
委
員
、
議

運
日
議
会
運
営
委
員
会
）

（
議
長
・
副
議
長
の
ほ
か
は
届
出
順
）

　
　
欝
蕪
．
難
　
　
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
堺

　
　
　
　
　
　
　
　
小④のる男

長
文

君
議
・

　
副
総

井若

鐘

　
　
②

騰
　
　
8

篠
麟
欝
6

　
　
平
文

　
ム
子
●

　
　
　
総

　
　
賀

　
　
山

　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ポワ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ　ザ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤび

山本　耕一6㊦③小堺　正利㈹②柳　　幸雄㈱⑩柳　　　明σ11③小野嶋哲雄㈱④
総・文委員長　　　産・厚　　　総・文副委員長　　産・厚委員長　　　産・厚

　　　　　　　　　議運副委員長　　議運　　　議運

③

㈲
長

男
厚
員

轟
公
・
委

　
　
産
運

藤
議

佐②9
長籍

、
重
圃

畔
童

高橋　吉治σの③佐藤　榮市㈹②山岸　公男㈹②高橋　勝美㈲③
　産・厚　　　　 総・文　　　　総・文　　　　総・文

　　　　　　　　　　　　　　議運

　
松
代
町
の
議
員
定
数
は
、
昨

年
6
月
に
制
定
し
た
条
例
に
よ

り
、
今
回
の
町
議
会
の
選
挙
か

ら
、
今
ま
で
よ
り
2
議
席
減
と

な
る
1
4
議
席
と
な
っ
て
い
ま
す
．

こ
れ
に
対
し
1
人
超
過
と
な
る

15

人
が
立
候
補
を
届
出
し
、
告

示
目
の
4
月
2
2
日
か
ら
選
挙
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
　
　
（
結
果
は
左
表
参
照
）

　
町
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な

選
挙
だ
け
に
、
他
の
国
・
県
選

挙
に
比
べ
投
票
率
は
高
い
も
の

の
、
選
挙
日
前
目
ま
で
の
不
在

者
投
票
（
3
2
0
人
）
を
含
め
て

も
91
・
5
3
％
と
前
回
よ
り
約
4
％

低
い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
代
別
で
は
、
全
国
的
な
傾

向
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

20

才
代
の
若
年
者
と
身
体
の
不

自
由
な
高
齢
者
の
棄
権
が
目
立
っ

て
い
ま
す
．

年代別投票率
＿96．85　　96712　　0、

　　　　　（％）
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才
代

4月27日投・開票

松代町議会議員一般選挙得票結果

小堺　清司　　当選　463　　票
山本　耕一　　当選　　295　　票

小野嶋哲雄　　当選　　266　　票

山岸　重雄　　当選　　236．129票

佐藤　榮市　　当選　　232．577票

若井　君男　　当選　218　　票
柳　　　明　当選　212　　票
山賀　子平　　当選　209　　票
山岸　公男　　当選　181．870票

小堺　正利　　当選　　179　　票

高橋　勝美　　当選　177　　票
佐藤　公男　　当選　170．422票

柳　　幸雄　　当選　　153　　票

高橋　吉治　　当選　153　　票
本柳　彰造　　次点　　135　　票

選挙当日有権者数　3，611人

投票者数　3，305人（投票率91．53％）
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一早い手続きで より見やすい証明書に一

松代町に本籍煽砺の戸籍事務が

コンピュー懸夕化されまず

現在の戸籍事務は紙に記載された戸籍原本をもとに行われています。この原

本に戸籍の異動を記載し、コピーして証明書を発行しています。事務処理がほ

とんど手作業であったため、多くの時間と手間が必要とされてきました。

　これが、コンピュータ化されることで、より早くより正確に戸籍をつくり、

それぞれの証明書が発行できるようになります。

証明書の様式が、B4版の縦書からA4版の横書になります．

記載内容も項目別になり、見やすく分かりやすくなります。

（旧）戸籍謄本
本籍

新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
口
松
代
八
百
参
拾
九
番
地
弐

氏名

松
　
　
代
　
　
太
　
　
郎

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
編
製

昭
和
参
拾
八
年
四
月
八
日
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
で
出
生
同
月
拾
五
日
父
届
出
入
父

松
　
　
代
　
　
一
　
郎

長男

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
新
潟
花
子
と
婚
姻
届
出
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
ロ
松
代
八

母

広
　
　
子

松
代
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍

夫

太
　
　
　
郎

出生

昭
和
参
拾
八
住
　
四
月
八
目

昭
和
四
拾
年
参
月
参
日
新
潟
県
長
岡
市
で
出
生
同
月
八
日
父
届
出
入
籍

父

新
　
　
潟
　
　
次
　
郎

長女

平
成
元
年
八
月
参
拾
日
松
代
太
郎
と
婚
姻
届
出
新
潟
県
長
岡
市
塙
田
壱
丁
目
壱
番
地

母

百
　
恵

潟
次
郎
戸
籍
か
ら
入
籍

妻

花
　
　
　
子

出生

昭
　
和
　
四
　
拾
　
年
参
　
月
　
参
　
臼

平
成
弐
年
九
月
拾
五
日
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
で
出
生
同
月
弐
拾
日
父
届
出
同
月
父

松
　
代
　
　
太
　
郎

長男

日
同
区
長
か
ら
送
付
入
籍

母

花
　
　
子

金
　
太
　
郎

出
生
　
　
成
弐
年
几
月
拾
圧
臼

（新）全部事項証明書
（1の1）全　部　事　項　証　明

本　　　　　籍 新潟県束頸城郡松代町日松代839番

氏　　　　名 松代　太郎

戸籍事項
戸籍改製 【改製日】　　平成15年6月14日

【改製事由1　　平成6年法務省令第51号附則第2条第1項による改製

戸籍に記載されている者 【名】太郎　　　　　【配偶者区分】夫

【生年月1】】　　日召禾03　8彗三4月　8　日

【父1　松代一郎
【母1　松代広子
【続柄】　長男

身分事項
出　　生 【出生日】　　昭和38年4月8臼

【出生地】　　新潟県東頸城郡松代町
【扇i出日】　　　　日仔禾03　8｛卜4　月　1　5　日

【届出人】　　父

婚　　姻 【婚姻日】　　’F成元年8月30日
【配偶者氏名】　新潟花」㌃

【従前戸籍】新潟県東頸城郡松代町目松代839番　松代 一郎

戸籍に記載されている者 【名】花子　　　　　【配偶者区分】妻

【生年月口】　昭和40年3月3日
【父】　新潟次郎
【母】　新潟百恵
【続柄】　長女

身分串項
出　　生 【出生日1　　昭和40年3月3日

【出牛地1　新潟県長岡市
【届ま島日1　　　　日召不【14　1年3　月　8　［1

【届出人】　父

婚　　姻 【婚姻日】　　’r成元年8月3011
【配偶者氏名】　松代人一削く

【従前戸籍】　新潟県宇長岡市塙田工r目1番　新潟次郎

以ド余白

偽造防止用紙を使用し、証明印も電子印になります。

「戸籍謄本」　→　「全部事項証明書」

「戸籍抄本」　→　「個人事項証明書」

　※　交付手数料は変りません

　コンピュータ化後、従来の戸籍原本は、「平成改製

原戸籍」という名称で、100年間保存されます．

　コンピュータ化後の戸籍では、従来の戸籍に記載

されていた離婚などの一部の事項や、婚姻や死亡な

どで既に除籍されている方に関する事項が記載され

ない場合があります．これらの事項が必要な方は、「平

成改製原戸籍」をご請求ください。

お知鑑蛙

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後
の
戸
籍
の
文
字
は
、
常

用
漢
字
、
人
名
漢
字
、
そ
の
他
漢
和
辞
典
に
載
っ

て
い
る
文
字
で
記
録
さ
れ
ま
す
．

　
現
在
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
の
際
に
使
用
で
き
な
い
文
字

で
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
使
用
で
き
る
文

字
に
置
き
換
え
て
記
載
し
ま
す
．

　
該
当
す
る
方
に
は
、
5
月
中
旬
に
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
．

（
こ
れ
は
、
氏
名
の
変
更
と
な
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．
）

（
例
）
現
在
の
記
載
　
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
後

　
藤
藤
藤
藤
↓
藤

　
博
　
博
　
博
　
博
　
↓
　
　
　
博

　
藏
　
藏
　
蔵
　
藏
　
↓
　
　
　
藏

　
廣
廣
廣
廣
↓
　

廣
な
ど
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む紹オープンす

難黎難警財つて育んでいこうと
漏騒鰻擁

嚇昨年12月に国の補助を受けて完成した郷土芸

能伝習施設「けやき」。

　ここは、松苧太鼓の修練道場として、また現

在は途絶えたが、かつては地域の産業として根

ざした「伊沢和紙」の紙すき工房として、地域

の活力を生む場となる。

工房の中に紙をすく水を打つ音が響く

原
動
力
の
松
苧
太
鼓

　
イ
ベ
ン
ト
や
芸
能
会
で
お
な

じ
み
の
「
松
苧
太
鼓
」
．
幼
児
か

ら
高
校
生
ま
で
一
糸
乱
れ
ぬ
バ

チ
さ
ば
き
は
見
て
い
る
も
の
を

魅
了
さ
せ
る
．

　
松
苧
太
鼓
は
、
い
つ
の
頃
か

ら
か
松
苧
神
社
や
犬
伏
城
山
の

祭
礼
で
叩
か
れ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
は
郷
土
芸
能
の
一
つ
と
し

て
、
ま
た
そ
の
勇
壮
さ
が
人
気

を
呼
ん
で
、
町
内
外
の
あ
ち
こ

ち
で
年
2
0
回
程
度
の
公
演
を
こ

な
す
．

　
松
苧
太
鼓
の
活
動
は
、
犬
伏

集
落
の
若
者
が
集
ま
る
「
け
や

き
の
会
」
（
会
長
柳
一
則
さ
ん
）

が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
す
で

に
2
5
年
が
経
つ
．
地
域
の
子
ど

も
た
ち
2
3
人
と
こ
の
伝
統
芸
能

を
現
在
に
伝
え
て
い
る
．

　
習
い
た
て
の
頃
は
、
手
の
マ

メ
が
破
れ
泣
き
な
が
ら
叩
く
子

も
い
た
と
い
う
が
、
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
マ
メ
も
か
た
ま
り
、

拍
子
も
揃
っ
て
く
る
。

　
こ
の
幼
い
頃
か
ら
持
つ
郷
土

へ
の
思
い
が
、
こ
の
地
域
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
。

時
代
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た

　
　
　
　
小
学
校
の
取
組

　
子
ど
も
た
ち
の
通
う
孟
地
小

学
校
で
、
平
成
2
年
に
伊
沢
和

紙
の
紙
す
き
を
は
じ
め
た
。
「
郷

土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
指
導
」

の
一
環
と
し
て
で
あ
る
。

　
昭
和
30
年
代
後
半
に
、
こ
の

地
域
で
産
業
と
し
て
の
紙
す
き

は
途
絶
え
た
．
現
在
、
当
時
の

伊
沢
和
紙
の
紙
す
き
を
知
る
の

は
佐
藤
勇
吉
さ
ん
（
9
0
歳
・
孟

地
）
　
一
人
と
な
っ
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
こ
の
地
元
の

小
学
校
の
取
組
に
指
導
役
と
し

紙
す
き
を
し
て
い
た
頃
を
振
り
返

る
佐
藤
さ
ん

て
買
っ
て
出
た
。

　
紙
の
原
料
と
な
る
楮
（
こ
う

ぞ
）
な
ど
の
調
達
や
、
す
き
船
・

　
す

竹
簾
な
ど
道
具
の
選
定
ま
で
す

べ
て
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
．
一
通
り
揃
う
と
、
や
が
て

校
内
の
一
室
で
紙
を
す
く
水
を

打
つ
音
が
響
い
た
．
年
月
は
経
っ

て
も
、
長
い
間
培
っ
た
技
術
を

佐
藤
さ
ん
の
腕
は
忘
れ
て
い
な

か
っ
た
．

　
伊
沢
和
紙
の
大
き
さ
は
一
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
お
り

二
分
×
一
尺
四
寸
（
「
温
古
の
栞
」

の
記
録
）
が
規
定
だ
。
こ
の
サ

イ
ズ
か
ら
卒
業
証
書
の
作
成
に

期
待
が
膨
ら
ん
だ
。
今
も
、
冷

た
い
水
に
手
を
赤
ら
め
な
が
ら
、
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孟
地
小
の
児
童
は
た
っ
た
一
枚

の
自
分
だ
け
の
卒
業
証
書
に
思

い
出
を
残
し
て
い
る
。

　
伊
沢
和
紙
は
、
信
州
内
山
和

紙
の
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
と
い

う
．
伊
沢
和
紙
は
、
丈
夫
さ
が

売
り
だ
っ
た
．
か
つ
て
は
京
都

で
西
陣
織
物
の
名
札
用
の
タ
グ

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
る
．
糊
落
と
し
に
川
で
水
洗

い
さ
れ
る
と
き
、
染
物
と
一
緒

と
う
が
み
）
に
使
わ
れ
て
い
た
。

何
度
包
み
直
し
て
も
ほ
こ
り
が

出
な
い
、
そ
ん
な
丈
夫
さ
が
伊

沢
和
紙
の
名
を
馳
せ
た
。

　
そ
の
技
術
は
、
や
が
て
高
柳

門
出
、
小
国
と
渋
海
川
を
下
り

な
が
ら
伝
え
ら
れ
、
現
在
で
も

伊
沢
紙
の
名
で
息
づ
い
て
い
る
。

に
水
に
さ
ら
し
て
も
破
れ
な
か
っ

た
と
レ
う
。
近
年
で
は
、
小
千

谷
や
十
日
町
の
反
物
の
畳
紙
（
た

自
分
だ
け
の
卒
業
証
書
を
す
く

孟
地
小
6
年
生
た
ち

30

世
紀
に
残
す
和
紙

　
高
柳
町
の
小
林
康
生
さ
ん
も
、

現
在
、
門
出
で
紙
す
き
を
す
る

唯
一
の
紙
屋
と
な
っ
た
．

　
「
門
出
和
紙
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ

に
あ
る
。
伊
沢
和
紙
に
敬
意
を

表
し
ま
す
よ
」
．
何
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
な
い
伊
沢
和
紙
工
房
の
設
立

に
、
逐
一
指
導
を
重
ね
た
小
林

さ
ん
の
、
惜
し
み
な
い
情
熱
が

そ
そ
ぎ
込
ま
れ
る
。

　
「
和
紙
は
、
生
紙
（
き
が
み
）

な
ん
で
す
．
自
分
ひ
と
り
で
作

る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
と
自

然
の
合
作
で
す
」
。

そ
ん
な
小
林
さ
ん

の
言
葉
が
、
け
や
き

の
会
の
メ
ン
バ
ー

を
楮
畑
へ
と
足
を

運
ば
せ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　

　
会
が
栽
培
す
る
　
　
・

楮
畑
は
現
在
2
0
岬
，
．
　
　
　
燃

植
栽
か
ら
芽
欠
き
、
　
　
辮

追
肥
と
育
て
る
ま

で
に
手
間
も
か
か

る
が
、
ま
だ
ま
だ
足

り
な
い
。
秋
口
に
刈
り
取
り
を

済
ま
す
と
、
紙
す
き
ま
で
の
工

程
は
冬
場
の
仕
事
に
な
る
。
火

の
気
の
な
い
工
房
で
会
員
た
ち

は
ひ
た
す
ら
に
紙
を
す
く
．
地

道
な
作
業
だ
．

　
「
3
0
世
紀
に
残
す
和
紙
」
．
小

林
さ
ん
の
持
論
が
会
員
た
ち
に

希
望
を
与
え
る
。

　
「
た
く
さ
ん
の
伊
沢
和
紙
を
世

に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
一
般
の
人
た
ち
か
ら
も
紙

す
き
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
伊
沢
和
紙
の
名
を
広
め
て

い
き
た
い
で
す
」
会
長
の
柳
さ

ん
の
言
葉
に
カ
が
こ
も
る
．

　
夢
多
き
会
員
た
ち
の
思
い
に

乗
せ
、
和
紙
を
す
く
水
の
音
と

松
苧
太
鼓
の
音
が
、
爽
快
な
調

べ
と
な
っ
て
松
苧
の
山
麓
に
こ

だ
ま
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

工
房
で
の
楮
の
天
日
干
し

V
、

羅

謝
鰹
．

醤　一

　！
　／

ノ

　濁劒

楮の繊維状

態を指導す》

る小林さん

〈案内図〉

凸

薬師トンネル
　　￥一　＿　　一一ノ

犬伏

旧：松之山街道

騨灘蹴

　　※みなさんもぜひお立ち寄りいただき、

　　　紙すきに挑戦してみてください。

問い合わせ：けやきの会会長柳一則（TEL7－2481）

←十日町
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腿1

”
■ 目第4回　圓1＝　・目

含併僅意協識禽

（嬰催舅薦潔獣ンター）

　
第
4
回
目
と
な
る
協
議
会
は
、

関
谷
達
治
町
長
を
議
長
に
、
松

代
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
協
議
会
で
は
、
三

つ
の
報
告
案
件
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

報
告
藥
擁
1

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

　
新
市
の
将
来
構
想
の
素
案
を

作
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
合
併
に
対
す
る
意
見
や
要

望
を
お
聞
き
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
．
そ
の
集

計
速
報
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

①
事
務
事
業
調
整

　
　
　
結
果
に
つ
い
て

　
合
併
に
伴
う
、
現
在
の
各

市
町
村
間
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
調
整
を
行
う
も
の
の
う
ち
、

幹
事
会
に
て
協
議
さ
れ
た
五
つ

の
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

○
広
報
・
広
聴
関
係
事
業

○
防
災
関
係
事
業

○
交
通
関
係
事
業

○
監
査
委
員
関
係
事
業

○
都
市
計
画
関
係
事
業

新市のまちづくりに関するアンケート調査

　実施期問：3月10目～20目
　調査対象：広域5市町村から無作為に抽出した

　　　　　16歳以上の人3，000人
　回答数：1，505人（回答率50．2％）

　　　　＜アンケートでお聞きしたこと＞

問1．現在、あなたが住む町の満足度．

問2．5市町村の合併への不安に思うこと．

問3．合併するとしたらどのような地域になってほ
　　　しいか。

問4．合併するとしたら何を優先的に取り組んでほ
　　　しいか。

問5．5市町村の合併に期待する効果。

問6．その他、合併への意見、要望．

　このアンケート結果については、最終集計がすみ

　、葵霧無　　しだい「合併だより」でお知らせしま

謙
．
、撫騰　　す．また、役場総務課窓口でも公開し

騰維▽轍　　ていますので、どうぞご覧ください．

　
　
　
　
　
　
　
②
新
市
の
名

　
　
　
　
　
　
　
　
称
選
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
新
市
の
名

称
選
定
に
つ
い
て
委
員
に
意
見

を
求
め
、
今
後
の
選
定
の
進
め

か
た
や
決
定
時
期
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
後
幹
事
会
の

な
か
で
進
め
か
た
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

報
告
案
件
3

第
5
回
協
議
会
の

　
開
催
日
程
な
ど
に
つ
い
て

第5回十日町広域圏合併

任意協議会開催のお知らせ

　
　
一
幹

　
タ
び

　
ン
よ
告

～
セ
お
報

時
村
議
の

2
養
協
項

後
休
の
事

午
然
整
定

㈱
自
調
決

日
町
業
の

28

山
事
で

月
之
務
会

5
松
事
事

時
場
案

日
会
議

新
市
の
名
称
の
行
方
は
…

　
　
こ
の
日
の
協
議
会
で
物
議
を

　
か
も
し
た
の
は
「
新
市
の
名
称

　
選
定
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

　
　
初
っ
ぱ
な
切
り
出
し
た
十
目

　
町
市
の
委
員
さ
ん
か
ら
「
住
民

　
が
合
併
に
参
加
す
る
と
い
う
意

　
識
喚
起
の
た
め
公
募
や
ア
ン
ケ
ー

　
ト
も
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
う

　
な
っ
て
も
、
個
人
的
な
意
見
と

　
し
て
、
人
口
割
合
や
事
業
所
の

購
麟
賞
　
割
合
か
ら
も
『
十
日

　
　
　
国
　
ド
で
残
し
て
い
た
だ

　
　
　
ヌ

　
　
　
膿
　
き
た
い
」
と
の
意
見

．
　
懸
町
市
・
の
名
称
は
シ
ー

が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
松

代
町
の
委
員
さ
ん
な
ど
か
ら
「
固

有
名
詞
を
挙
げ
る
の
は
時
期
尚

早
だ
！
」
「
数
の
論
理
で
話
す
こ

と
で
は
な
い
！
」
「
新
市
の
名
称

に
よ
っ
て
は
合
併
離
脱
も
じ
さ

な
い
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
猛
反

発
す
る
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

　
今
後
協
議
会
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
重
要
な
議
題
の
審
議
が
目

白
押
し
と
な
る
。
住
民
の
皆
さ

ん
も
他
人
ご
と
で
は
な
い
こ
の

協
議
会
の
傍
聴
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
．
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間
鰻
、
．

空
麟

の
畿

帆
溢
、
難

態
饅

ぐ
継
、
．

ら
蕊

す
郭

心
パ
ー
ク
は
池
の

　
　
　
　
　
周
辺
一
体
で
「
ぶ

な
が
池
公
園
物
語
」
を
創
作
し

よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
物
語
の
テ
ー
マ
は
“
天
に

降
り
る
ζ
o
芸
孚
．
ω
宴
8
（
マ
ザ
ー

ズ
・
ツ
リ
ー
”
母
な
る
木
）
の

空
中
庭
園
”
．
高
さ
5
㌶
の
台
の

上
に
植
え
ら
れ
た
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

と
ブ
ナ
の
木
は
、
池
周
辺
が
開

墾
さ
れ
る
前
に
、
こ
れ
ら
の
木
々

が
植
生
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

丘
の
高
さ
を
、
空
中
庭
園
と
し

灘

て
表
現
し
て
い
ま

す
．

　
「
地
域
の
昔
の
記

憶
を
再
生
し
た
い
」

と
話
す
、
作
者
の

保
科
豊
巳
さ
ん
（
造

形
作
家
う
東
京
芸

大
助
教
授
）
は
、

こ
れ
か
ら
大
学
生

た
ち
と
地
域
に
ち

な
ん
だ
幾
つ
か
の

作
品
を
展
示
し
て
、

こ
の
物
語
を
完
成

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
緑
に
包
ま
れ
た

閑
静
な
池
の
ほ
と

り
で
、
地
域
の
歴

史
を
体
感
し
な
が

ら
空
中
庭
園
ま
で
の
階
段
を
上
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

憾
図〉

鯛

7ド1コ囹1
訟代 国道253

3
5
3

蒲生
さ鋤馳公園

iiliiiiiiii難iiiliiiiiiiii…

寺田

連載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ざ
わ
つ
よ
し

か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
再
発
見
5
（
美
術
家
小
沢
剛
）

　
　
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
は
、
完
壁
な
形
だ
。
い
っ
さ
い
の
無

駄
が
な
く
、
誰
に
も
媚
び
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
美
し
い
。

　
　
ず
い
ど
う

雪
中
燧
道
編

　
三
郎
は
、
四
本
目
の
マ
ッ
チ
で
、

よ
う
や
く
提
灯
の
ロ
ウ
ソ
ク
に
火

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
．
湿
気

と
手
の
か
じ
か
み
で
な
か
な
か
う

ま
く
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
だ
．

　
こ
こ
は
犬
伏
と
田
沢
を
結
ぶ
雪

中
燧
道
の
入
り
口
だ
。
こ
の
こ
ろ
、

暗
い
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
明
か
り

の
電
灯
が
ま
だ
入
っ
て
い
な
い
。

代
わ
り
に
、
両
方
の
入
り
口
に
提

灯
と
マ
ッ
チ
が
置
い
て
あ
る
。
三

郎
は
伊
沢
小
学
校
に
通
う
六
年
生
。

今
日
は
、
親
の
言
い
つ
け
で
、
と

な
り
集
落
ま
で
お
使
い
を
し
て
き

た
と
こ
ろ
だ
．

　
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
ま
で
、
多

く
の
人
が
川
沿
い
の
道
を
歩
き
雪

崩
に
遭
い
、
川
に
落
と
さ
れ
、
命

を
落
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、

郵
便
物
や
食
料
品
を
運
ぶ
た
め
命

が
け
で
人
々
は
往
来
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
六
年
も
の
苦
労
の
末
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
て
い
る
．

　
「
お
っ
か
ね
え
な
」
。
ま
ぶ
し
い

銀
世
界
か
ら
雪
の
な
い
暗
闇
に
入

る
時
に
、
少
し
抵
抗
を
感
じ
る
の

は
、
子
供
で
な
く
て
も
大
人
で
も

同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。
提
灯
の
明
か

り
で
で
き
る
不
気
味
な
影
は
自
分

の
姿
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
反

響
す
る
音
が
自
分
の
足
音
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
暗
闇
に
ひ
そ
む
魔
物

の
仕
業
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
．

　
ふ
と
、
ト
ン
ネ
ル
を
避
け
て
川

沿
い
の
危
険
な
道
か
ら
行
こ
う
と
、

思
っ
た
が
、
後
で
親
や
先
生
か
ら

叱
ら
れ
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。

ま
た
、
自
分
の
カ
で
は
あ
そ
こ
を

通
る
の
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と

も
分
か
っ
て
い
た
。
後
ろ
か
ら
不

気
味
な
音
が
聞
こ
え
た
。
そ
れ
と

同
時
に
な
ぜ
か

提
灯
の
火
が
消

え
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
三
郎

は
出
口
め
が
け

て
走
り
出
し

た
。

三
郎
が
し
ょ

ん
べ
ん
を
ち
び

ら
せ
て
、
家
に
帰
っ
た
の
は
、
昭
和

三
十
年
代
の
中
頃
の
こ
と
だ
っ
た
．

　
田
沢
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
ま
で

二
十
年
以
上
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
ま
で
の
冬
の
大
切
な
生
活

幹
線
で
あ
っ
た
．
現
在
は
訪
れ
る

人
も
無
く
、
荒
れ
放
題
で
あ
る
が
、

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
の
は
筆
者

だ
け
だ
ろ
う
か
？
　
年
問
の
気
温

が
安
定
し
て
い
る
「
優
れ
た
倉
庫
」

と
し
て
再
利
用
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
．
ま
た
、
県
内

各
所
に
埋
も
れ
つ
つ
あ
る
燧
道
巡

り
な
ど
と
言
う
観
光
企
画
は
ど
う

だ
ろ
う
か
？
　
地
味
か
な
？

　
次
回
、
ほ
く
ほ
く
線
編
、
乞
う

ご
期
待
！

取
材
協
力
”
鈴
木
益
蔵
さ
ん
、
柳
武
さ

ん
、
村
山
達
三
さ
ん

参
考
文
献
1
1
松
代
町
史
、
「
い
ろ
り
1
0
号

（
松
寿
大
学
発
行
）
」
孟
地
・
若
月
康
平

さ
ん
筆
「
田
沢
雪
中
人
道
ト
ン
ネ
ル
」

昭和30年代末頃の雪中ずい道。

積雪を考慮してか、車道より高

い位置に入口がある。

写真提供＝鈴木益蔵さん
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廼謄凹猶艶
　窮醗
　響翻欝i．新莚鐵鰯戴謹籍

薙難鑑饗総鐵磁慧載．

　藁麹嬰鐵醐嚢鐵雛錘絞幾嚢

江
口
　
　
明
　
校
長

　
　
　
　
（
安
田
町
寺
社
小
）

田
村
　
京
子
　
教
諭

　
　
　
（
津
南
町
芦
ケ
崎
小
）

橋
爪
　
智
哲
　
教
諭

　
　
　
（
長
岡
市
上
川
西
小
）

大
橋
　
美
紀
　
教
諭

　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
東
小
）

樋
口
　
邦
幸
　
主
査

　
　
　
　
（
大
島
村
大
島
小
）

松
井
夫
佐
子
　
校
長

　
　
　
　
（
佐
渡
・
二
宮
小
）

片
桐
　
智
美
　
教
諭

　
　
　
（
村
上
市
村
上
南
小
）

鈴
木
千
架
子
　
事
務
員

　
　
　
　
　
　
（
奴
奈
川
小
）

関
谷
　
利
良
　
校
長

　
（
佐
渡
郡
相
川
町
高
千
小
）

上
原
　
義
博
　
教
諭

　
（
妙
高
高
原
町
妙
高
北
小
）

藤
田
　
敬
子
　
教
諭

　
　
　
　
（
飯
山
市
戸
狩
小
）

平
石
　
健
司
　
主
事

　
　
　
　
（
上
越
市
城
東
中
）

金
子
　
禎
人
　
教
諭

　
　
（
浦
川
原
村
中
保
倉
小
）

西
條
　
正
人
　
教
諭

　
　
　
　
（
上
越
市
城
北
中
）

山
本
　
優
子
　
教
諭

　
　
　
　
（
上
越
市
雄
志
中
）

井
上
　
貴
博
　
講
師

小
菅
　
基
彦
　
講
師

増
田
　
祥
世
　
講
師

小
庄
司
一
憲
　
校
長

（
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
）

本
田
　
雄
二
　
教
頭

　
　
　
　
（
長
岡
市
長
岡
高
）

早
川

八
木

　
靖
　
教
諭

　
（
小
出
町
小
出
高
）

貴
子
　
教
諭

　
　
　
　
（
新
採
用
）

小
林
喜
久
治

山
崎
　
健
太

清
水
　
孝

富
澤
可
奈
子

講講講講
自市自市自而自市

毫
＝

　松代中学校入学式、恒例の一幕。

　生徒会正・副会長による校旗登

壇。旗手を努めたのは会長佐藤愛

さん、副会長五十嵐太博さん、佐

藤杏美さん。バックには吹奏楽部

演奏の行進曲“威風堂々（作曲E・

エルガー）”が流れる。
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平
成
1
5
年
度
松
寿
大
学
開
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
一
　
の
凱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
タ
　
っ
ま

　松代町の生涯学習の原点とも言う

寿大学の開講式が4月24日、総合セ

で開催されました．

　今年も、実用書道や樹脂粘土など

専門講座に町内の高齢者178名が集レ

松
寿
大
学
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
開
講
式
に
先
立
ち
、
松
寿
大
学
に
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
．

　
松
寿
大
学
の
活
動
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

〈
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
〉

　
牧
田
嘉
正
さ
ん
（
東
京
松
代
会
会
長
）
　
　
1
0
万
円

　
西
潟
ト
シ
さ
ん
（
故
西
潟
平
司
副
学
長
の
妻
）
　
1
0
万
円

　
若
井
貞
三
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
万
円

「
い
ろ
り
」
第
2
3
号
　
5
月
2
0
日
発
行

　
松
寿
大
学
発
行
の
文
集
「
い
ろ
り
」
第
2
3
号

が
5
月
2
0
目
に
発
行
と
な
り
ま
す
．
松
寿
大
学

受
講
生
を
は
じ
め
、
東
京
松
代
会
員
の
み
な
さ

ん
八
十
名
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．

ご
希
望
の
方
は
、
総
合
セ
ン
タ
i
内
生
涯
学
習

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
冊
一
三
〇
〇
円
）
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善意をありがとう

故・関谷力氏（大正医院）の

　　尊い志を生かします

関谷ノブさんから関谷町長に寄付が

手渡されました

　
昨
年
1
2
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
故
関
谷
力
氏
の

遺
志
を
つ
い
で
、
「
町
の
福
祉
・
医
療
の
発
展
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
」
と
奥
さ
ん
の
関
谷
ノ
ブ
さ
ん
か
ら
、

松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
　
関
谷
町
長
）
に
百

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
3
月
の
大
正
医
院
閉
院
ま
で
生
涯
に
渡
り
、
町

の
医
療
か
ら
学
校
教
育
に
い
た
る
ま
で
、
幅
広
く
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
関
谷
力
さ
ん
。
そ
の
温
厚
な
人
柄
と
信

頼
で
私
た
ち
町
民
の
幾
多
の
支
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
前
、
カ
さ
ん
が

蔭

騰矯．　　ち　．鰍　’　　P　　　　・　　、　　　　　、　　’曜〆一　　孚

温和なお人柄が偲ばれます

話
し
て
い
た
「
私
は

町
の
た
め
に
役
に
立

て
て
幸
せ
で
し
た

よ
」
そ
の
言
葉
が
思

い
お
こ
さ
れ
ま
す
。

　
ご
寄
付
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

為

つ
〉

　
　
　
「

　
　
　
タ

と
ン

　
　
　
セ

で
繕

め
拭

　
　
　
成

人
祖

成
明

雛

薮
．

県
遡
職
構
病
院
『

内
科
医
師
が
1
名
増
眞
に

な
り
ま
し
だ
鷺
『

地元密着の医療を目指して。

　　　　　　　内科医　長沢芳哉さん

　
顯
医
療
は
早
趨
灘
難
箪
期
箔
療
も

然
慧
こ
と
な
が
麟
雛
灘
攣
る
こ
と
が

大
靭
な
滋
で
す
篇
．
騰
臓
溝
や
糖
尿
病

な
ど
生
活
習
慣
病
縢
増
轟
灘
い
る
現
在

で
、
普
段
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
予

防
の
第
一
歩
と
話
す
長
沢
さ
ん
。

　
「
気
軽
に
話
し
合
え
る
こ
髭
が
患
者

さ
ん
を
中
心
と
し
た
地
元
密
着
型
の
医

療
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
普
段
の
診

療
に
加
え
、
健
康
相
談
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
着
任
の
抱
負

を
語
り
ま
す
。
長
沢
さ
ん
は
新
井
市
出

身
．
「
松
代
は
ス
キ
ー
場
が
近
く
に
あ

る
か
ら
冬
が
楽
し
み
で
す
」
と
多
忙
の

傍
ら
、
休
日
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
．

　
4
月
か
ら
松
代
病
院
で
は
、
内
科
医

三
名
体
制
で
日
々
の
診
察
を
行
っ
て
い

ま
す
．
午
後
の
診
察
も
行
っ
て
お
り
、

患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
解
消
に
努
め
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
．
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．
聡

翁議
．

　
，
　
8

　
　
絢

　
　
O

元
気
も
ら
う
　
松
代
冬
の
陣

　
『
ね
ら
来
た
か
あ
、
た
っ
し
ょ
だ
っ
け
か

い
．
よ
っ
て
か
ね
か
エ
ー
』
と
会
場
に
着

く
と
入
口
で
甘
酒
の
も
て
な
し
、
そ
し
て

軒
を
連
ね
た
”
食
い
だ
お
れ
横
丁
”
な
つ

か
し
い
顔
、
顔
．
笑
顔
で
出
む
か
え
ら
れ
、

皆
ん
な
「
じ
ゃ
あ
、
一
杯
よ
ば
れ
る
か
！
」

雑
煮
と
お
し
る
こ
、
ぜ
ん
ま
い
の
か
ら
し

あ
え
、
い
も
が
ら
の
酢
の
も
の
、
ニ
シ
ン

大
根
、
シ
ョ
ウ
ユ
の
実
、
キ
ン
ピ
ラ
な
ど

田
舎
料
理
が
沢
山
あ
っ
て
ど
れ
を
食
べ
て

も
一
パ
ッ
ク
百
円
也
。
つ
い
食
べ
過
ぎ
と

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
な
つ
か
し
い

故
郷
の
友
達
、
親
類
の
人
が
五
人
、
十
人

と
集
ま
っ
て
き
て
、
い
つ
の
間
に
か
大
宴

会
？
　
と
な
り
、
語
ら
い
、
笑
い
声
が
止

ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
雰
囲

佐

藤
　
嘉
　
夫

横
浜
市
在
住

　
　
　
（
室
野
・
ワ
キ
）

気
が
た
ま
ら
な
い
。

　
ホ
ラ
貝
の
音
を
先
頭
に
冬
の
陣
松
代
幕

府
出
陣
式
、
世
田
谷
区
か
ら
二
回
目
の
参

加
と
い
う
青
空
好
児
さ
ん
の
ト
ー
ク
ラ
イ

ブ
、
雪
上
宝
引
き
会
、
マ
ケ
ヨ
サ
ン
ヨ
（
紅

白
モ
チ
ま
き
）
、
雪
上
み
こ
し
活
き
生
き
合

戦
と
行
事
が
進
む
。
そ
し
て
、
感
動
と
お

ど
ろ
き
は
、
夜
の
打
ち
上
げ
花
火
。
モ
カ

モ
カ
降
り
続
く
雪
の
中
、
ヒ
ュ
ー
ル
・
バ

ン
・
バ
ン
・
ド
ー
ン
と
夜
空
に
き
れ
い
に

花
火
が
あ
が
っ
た
。
「
わ
あ
、
き
れ
い
」
「
ス

テ
キ
！
　
ワ
ン
ダ
フ
ル
！
」
と
外
国
人
。

皆
ん
な
で
大
声
で
叫
ぶ
通
り
、
全
く
す
ば

ら
し
い
祭
り
の
夜
の
花
火
で
あ
る
。
こ
ん

な
に
モ
カ
モ
カ
降
っ
て
い
る
雪
の
中
で
こ

ん
な
に
美
し
い
も
の
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

印
象
に
残
る
風
景
で
あ
る
．

　
東
京
松
代
会
参
加
者
五
十
人
は
、
途
中
、

レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
峰
で
温
泉
に
入
り
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
で
大
宴
会
。
夜
の
冬
の
陣
と

花
火
を
観
て
か
ら
の
二
次
会
、
夜
遅
く
ま

で
カ
ラ
オ
ケ
、
宝
引
き
な
ど
で
陽
気
に
懇

親
を
は
か
り
、
想
い
出
話
で
花
が
咲
い
た
．

　
翌
九
日
、
会
場
に
到
着
で
自
由
解
散
と

な
り
、
実
家
に
帰
る
人
、
急
い
で
東
京
に

§
　
　
）
・
…
x
多
（
縫
－
…
§
♂

謹劉【△』　　誓灘懸薪蝶、

東京松代会の休憩所に訪れた青空好児さんと話がはずむ

帰
る
人
．
今
回
私
は
、
気
の
合
う
数
人
で

「
の
っ
と
れ
！
　
松
代
城
」
に
参
加
せ
ず
、

途
中
の
湯
沢
駅
で
、
最
近
開
業
し
た
駅
の

中
に
あ
る
日
本
酒
入
り
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

つ
か
り
、
八
海
山
と
名
物
ざ
る
そ
ば
を
食

べ
て
楽
し
い
二
日
間
の
旅
を
終
え
ま
し
た
．

　
何
回
参
加
し
て
も
、
あ
の
田
舎
松
代
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
と
心
か
ら
暖
か
い
料
理
と

語
ら
い
は
、
心
を
温
め
、
生
き
る
カ
を
も

ら
っ
て
帰
れ
る
気
が
し
ま
す
。
ま
だ
、
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
人
は
、
是
非
一
度
参

加
し
て
、
あ
の
笑
顔
と
温
か
い
人
情
、
人

の
和
を
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
き

な
元
気
を
貰
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
．

りよ
◆
初
夏
の
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ

だ
○
日
時
5
月
2
5
目
㈲
9
時
～

京
○
集
合
京
王
線
高
岳
。
駅

東
※
頂
上
付
近
「
も
み
じ
や
」
で
懇
親

　
会
を
か
ね
て
昼
食
。

○
申
込
み
　
幹
事
柳
　
信
輔

　
モ
　
E
O
3
－
3
6
9
0
－
0
2
7
1

　
T

○
日
時
　
6
月
1
目
㈲
1
1
時
～

○
会
場
　
東
京
新
潟
県
人
会
館

○
連
絡
先
　
代
表
武
田
勇

　
モ
　
E
O
4
5
－
3
3
1
－
3
6
9
2

　
T

○
日
時
　
6
月
1
日
㈲
1
1
時
～

○
会
場
　
か
ん
ぽ
ヘ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ザ
東
京

○
連
絡
先
　
会
長
井
上
正
美

　
　
　
E
O
4
4
－
8
7
7
－
9
6
1
1

　
T

○
日
時
　
6
月
2
2
日
㈹
1
2
時
～

○
会
場
　
上
野
　
精
養
軒

○
連
絡
先
　
幹
事
長
若
井
謙
一

　
モ
　
E
O
3
－
3
7
1
8
－
1
0
2
1

　
T

70



松
代
の
自
然

廃
道
の
哀
感

　
人
間
が
歩
き
続
け
た
跡
は
道
と
し
て
残
り
ま

す
が
、
発
展
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
頻
度
に
よ
つ

て
単
な
る
道
か
ら
街
道
へ
と
進
展
し
て
ゆ
き
ま

す
．
ど
ん
な
山
の
中
に
も
人
跡
の
あ
る
所
に
は

道
が
あ
り
ま
す
が
、
い
っ
た
ん
人
の
通
り
が
無

く
な
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
廃
れ
て
自
然
に

還
え
ろ
う
と
荒
れ
果
て
ま
す
。

　
池
尻
と
松
之
山
町
の
小
谷
と
の
間
を
流
れ
る

渋
海
川
を
ま
た
い
で
架
っ
て
い
る
『
小
松
橋
』

と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
今
も
そ
の
姿
を

と
ど
め
て
い
ま
す
．
か
つ
て
は
県
道
と
し
て
重

要
な
往
来
を
支
え
て
き
た
橋
で
す
が
、
現
在
は

全
く
の
廃
道
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ク
ズ
（
ケ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
る

バ
・
フ
ジ
ッ
パ
）
の
蔓
に
覆
わ
れ
て
見
る
影
も

　
　
た
た
ず

な
く
件
ん
で
お
り
ま
す
．
大
正
時
代
に
小
谷
出

身
の
県
会
議
員
だ
っ
た
相
沢
松
三
と
い
う
人
の

尽
力
で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
永
久
橋
と
し
て
架
橋
さ
れ
た
と
い
う
の
で

す
。
小
谷
の
松
三
に
因
ん
で
『
小
松
橋
』
と
命

名
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
『
松
代
町
史
下
巻
』

4
0
4
頁
に
あ
る
、
と
鈴
木
益
蔵
氏
か
ら
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
千
年
生
ま
れ
の
少
年
の
私
は
、

わ
ざ
わ
ざ
見
学
に
行
っ
た
り
し
た
立
派
な
橋
で

し
た
。

　
木
の
橋
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
私
ら
に
は
夢

の
よ
う
な
立
派
な
文
化
財
で
し
た
。
そ
れ
が
県

道
路
線
の
変
更
に
伴
っ
て
、
廃
道
と
な
り
一
顧

も
与
え
ら
れ
ず
に
寂
し
く
川
を
ま
た
い
で
い
る

と
い
う
の
も
、
歴
史
の
変
遷
を
感
じ
見
直
し
て

み
る
必
要
を
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
延
長
線
に
『
は
ち
ん
く
ら
』
と

い
う
急
峻
な
崖
を
切
り
開
い
て
造
っ
た
バ
ス
路

線
も
、
池
尻
と
松
代
を
結
ぶ
要
衝
な
箇
所
だ
っ

た
の
が
、
千
年
を
通
過
す
る
こ
と
に
ょ
り
廃
止

さ
れ
、
通
ら
な
く
な
る
と
保
全
が
さ
れ
な
く
な

り
、
今
や
崩
れ
落
ち
て
痕
跡
す
ら
僅
か
し
か
認

め
ら
れ
な
い
哀
れ
さ
で
す
。

　
福
島
か
ら
水
梨
に
通
ず
る
路
線
も
現
在
は
往

来
が
途
絶
え
て
、
人
跡
稀
な
原
始
に
近
く
還
え
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
．
菅
刈
か
ら
犬
伏
、
孟
地
か

ら
名
ケ
山
、
そ
ん
な
旧
道
も
か
つ
て
は
盛
ん
な

往
来
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
た
よ
う
に
消
え
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
文
・
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

　
　
　
ー
繍
麟
舗
禰
、
■

誌，．、、織識鋤盤翻

鐘搬識　灘、獺鰯

灘纒難麟醗灘箋翻，穰

灘藻畿護賦麟婁1脳

　池尻の交差点から望んだ『小松橋』（平成14年晩秋に撮影）

泄
田
谷
区
ジ
立
頚
吾
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
中
学
生
と
の
親
睦
交
流

　　窺藝　釜議
穐 尭

大きな輪になれ

　　　　世田谷交流

　
　
　
　
　
　
ツ

鋤
騒
・
．
糞

　
　
嚢
穐

鱒
、

　　　　　　　　纏罫
　　　　　　　　　繕i籔

　　　　　　　　　一誘繍．
まじめて会う友だちとは手づくりの名束

　
3
月
2
6
日
、
世
田
谷
区
か
ら

44
人
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
i
（
小
、

中
、
高
校
生
）
が
松
代
を
訪
れ
、

松
代
中
学
生
と
の
親
睦
を
重
ね

ま
し
た
．

　
両
者
は
、
1
月
に
世
田
谷
区

で
行
わ
れ
る
「
新
年
こ
ど
も
ま

つ
り
」
に
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い

て
、
み
ん
な
顔
な
じ
み
で
す
。
「
学

校
の
友
だ
ち
の
よ
う
で
す
」
メ
ー

ル
や
手
紙
の
交
換
を
し
て
い
る

と
い
う
参
加
者
は
距
離
を
感
じ

ま
せ
ん
。
「
8
月
の
区
民
ま
つ
り

で
も
会
い
た
い
ね
」
打
解
け
た

会
話
が
次
回
へ
の
約
束
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
し
た
。
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人と自餓④幽劔i　潔《窃ち

レ

　
『
　
1
　
』
　
』
　
』
　
』
　
『
　
P
　
『
　
』

愚

公民館活動参加者募集のお知らせ

わくわくチャレンジクラブ

今年の「わくわくチャレンジクラブ」のテーマは「ふるさと銅擢醗

みなさんのふるさと、松代町を体験してみましょっ里

A 松代の自然となかよしコース
5月24日（土）

6月14日（±）

6月30日（月）

7月料日囲
8月8日囲
8月24日（日）

9月8日（月）

10月11日仕〉

野鳥観察

春のハイキング（※）

ホタル観察（予備日＝7月1日）
夜の森の観察

つりにチャレンジ

川の観察

星座観察（予備日9日）
秋のハイキング（※）

B 　楽しい工作コース
絢月25日（土）紙すき

12月20日（土）クリスマスリース・しめなわ作り

1月17日仕）焼き物作り

C　クッキングコース

6月28日（土）お菓子作り

9月13日（土）とうふ作り（※）

11月22日㈲　ちまき作り
12月13日（土）そば作り（※）

2月14日仕）あんぼ作り（※）

D 　ボランティアコース
9月27日（土）町内清掃活動

2月7日（土）手話にチャレンジ

　　く小学校4年生はできるだけ全員集合＞
3月28日（日）町内福祉施設訪問

（※）は松之山町公民館との共催事業です。

＜保護者のみなさんへ＞

○どのコースも、子どもたちだけでなく、保護者のみなさんも都合がつきましたら、ご参加ください。

○各コースごとに参加する皆さんを募集します。複数コースヘの参加もできます。毎回、案内をさしあげますので、

　「都合の良いときに参加したい」という場合も大歓迎です。

○各コースとも全ての事業に参加した場合は、「修了証」をさしあげます。

○参加希望の人は、松代町総合センター生涯学習課までご連絡ください。

○問い合わせは、松代町総合センター生涯学習課　T　E　L7－2301まで

機諭瀞やレ拶ス鵬昌畢纏

★
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
希
望
の
人
は
、
会
費
を
添
え
て
総
合

　
体
育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
小
・

　
中
・
高
生
は
保
護
者
の
承
諾
（
記
名
、
押
印
）
が
必
要
で
す
。
）

★
参
加
申
込
み
さ
れ
た
人
は
、
教
室
開
催
日
の
開
始
時
間
に
そ

　
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

★
会
費
に
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
一
ケ
月
だ
け
の
体
験
入
学
も
可
能
で
す
。
（
こ
の
場
合
、
保
険

　
料
と
し
て
4
5
0
円
を
各
教
室
の
指
導
者
に
お
支
払
い
く
だ

　
さ
い
。
）

★
問
い
合
わ
せ
は
、
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
凪
7
1
2
3

　
0
1
）
ま
で

教室名1開催期間 開催日時 会　場 対象者 会　費

バスケットボール

（5月～11月まで）

　毎週火曜日

午後7＝00～午後9＝00
総合体育館 小学生～中学生

小学生1年3，000円

中学生＝年4，000円

早朝ジョギング

（5月～10月まで）

　毎週日曜日

午前6＝30～午前7＝00

クロスカン

トリーコース

　小学生～一般

（小学3年生までは父兄同伴）
年1，000円

空手・スポーツチャンバラ

　（通　年）

毎週火・木・金・土

午後6＝30～午後8＝30
総合体育館 小学生～一般 年3，000円

体　操

（通　年）

毎週火・木曜日

午後6＝00～午後8＝00

松代高校

体育館
小学生～一般 月500円

剣　道

（12月まで）

　毎週水曜日

午後7＝00～午後8＝00
総合体育館 小学生～一般 年2，500円

少年野球

（6月～10月）

　毎週日曜日

午前6＝30～午前8＝00
町民グランド 小学生 年2，500円

バドミントン

（小学生：5月～11月）

（高校生～一般＝通年）

　毎週金曜日

午後7＝30～午後9＝00
総合体育館 小学校4年生以上

　年3，000円

（大会参加費別途）

　毎週火曜日

午後8＝00～午後10＝00
総合体育館 高校生～一般

　月1，000円

別保険料＝1，500円
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の開場と持ち込みについて

住民課　環境保健衛生係からのお知らせ

霧谷埋立て最終処分場（川西町）

　
一
般
廃
棄
物
霧
谷
埋
立
て
最
終
処
分
場
は
、

4
月
1
7
日
か
ら
開
場
し
て
お
り
ま
す
。
搬
入

路
は
、
川
西
町
町
道
・
田
中
藤
沢
線
（
通
称
、

長
福
寺
線
）
の
順
路
に
な
り
ま
す
．
（
地
図
参

照
）　

国
道
2
5
2
号
線
越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル
中
仙

田
側
か
ら
の
林
道
経
由
は
、
平
成
1
5
年
度
中

は
工
事
の
た
め
『
全
面
交
通
止
』
に
な
り
ま

す
．　

ま
た
、
県
道
十
日
町
川
西
町
線
（
吉
田
山

谷
か
ら
の
道
路
）
も
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

　
霧
谷
埋
立
て
処
分
場
は
、
一
般
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
で
す
．
ご
み
の
分
別
（
資
源
化
）

を
徹
底
し
、
可
燃
物
や
産
業
廃
棄
物
は
絶
対

に
持
ち
込
み
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈
霧
谷
処
分
場
案
内
図
〉

　
　
橋

『
川

　
　
手

　
　
千
◎

橋
奮－

i

妻
、

＝
橋

上野

。
噸

農
道
バ
ィ
パ
ス
．
回

製∠　貞
　　　　驚桑ル　i亜

　　　コヨご

処分場　　華卍

渋
海
川

　中仙田』

　　糠
　　　騰　　・
　　　　　奪

十

嘘

吉田’
トンネ」

誘3←松代

　　資源ごみの分別について

4月から紙類の収集方法が変わりました．

　　　　・新聞紙・段ボール
▲　：

　’　　・牛乳、ジュースパック

ごみカレンダーの

　　黄色の日

　　　　・チラシ・紙箱
B　i
　　　　・雑誌、その他の紙類

ごみカレンダーの

　ピンクの日

　A群、B群それぞれ別々の日に収集するよ

うになりました．カレンダーで確認をして問

違いのないように出してください．

　　　　　　　廃棄物の野焼きについて

　廃棄物の野焼きは法律で禁止されています．家庭でのごみは、

分別・減量化に努め、生ごみなど堆肥化する場合を除いてすべて

ごみステーションに出してください。ただし、さいのかみ、軽微

なたき火、キャンプファイヤー等、風俗習慣上又は宗教上行われ

る廃棄物の焼却や日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却

は野焼きの対象外となります．

《注意》

　周辺住民から煙害による苦情等が生じた場合は、軽微な焼却と

は認められません。

あ
な
た
の
家
を
上
越
の
ホ
で

　
　
住
宅
を
建
築
す
る
方
に
杉
柱
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
8
0
本
）

　
や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
木
造
住
宅
。
上
越
地
域
産
杉

材
を
使
っ
た
家
作
り
を
支
援
す
る
た
め
、
上
越
流
域
森
林
・
林
業

活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
会
長
　
木
浦
上
越
市
長
）
な
ど
で
は
、
上
越

地
域
で
新
た
に
住
宅
を
建
築
す
る
方
を
対
象
に
杉
柱
材
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
住
宅
分
野
で
の
上

越
地
域
の
杉
材
の
需
要
拡
大
と
、

製
材
・
加
工
な
ど
や
流
通
グ
ル
ー

プ
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で
、

今
年
度
か
ら
三
年
間
に
渡
り
実

施
し
ま
す
．

　
募
集
戸
数
は
、
上
越
地
域
内

で
三
戸
。
二
斤
あ
た
り
8
0
本
以

内
（
四
寸
角
、
三
癖
）
が
贈
ら

れ
ま
す
．

募
集
期
問
一
5
月
30
日
團
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
上
越
流
域
森
林
・

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
皿
0

2
5
－
5
2
2
－
1
9
2
0
）

申込みには、次の5つの条件をいずれも満たしていることが必
要です。

①地元の製材所、建築士、大工、工務店によつて建築と施工管

　理がなされること。

②構造材に新潟県産スギを、おおむね50％以上使用すること．

③建築現場を見学会など展示P　Rの場として提供できること．

④上越地域に住宅を新築、もしくは改築し、自ら居住すること．

⑤提供された柱材を、年度内に申請した建築現場において柱材

　として使用すること。

主
催
一
上
越
流
域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

協
力
団
体
一
林
業
改
良
協
会
上
越
支
部
、
上
越
木
材
協
会
、
直
江
津
に
い
が
た

　
　
　
　
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
組
合
、
森
林
組
合
（
く
び
き
野
、
頸
南
、
ゆ
き
ぐ

　
　
　
　
に
）
3
組
合
、
建
築
組
合
（
上
越
北
、
上
越
南
）
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短
　
　
歌

　
　
　
　
　
へ

春
四
月
雪
の
上
渡
る
風
寒
く
渋

海
の
流
れ
い
ま
だ
澄
み
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

雪
の
け
る
吾
手
と
シ
ャ
ベ
ル
を

　
　
　
　
　
ト
つ

は
ね
あ
げ
て
埋
も
れ
い
し
モ
ミ

ジ
一
気
に
起
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

雪
ど
け
の
濁
れ
る
午
後
の
渋
海

川
滝
の
し
ぶ
き
て
柳
青
め
り

　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

フ
セ
イ
ン
像
倒
壊
の
さ
ま
子
供

ら
の
戯
れ
の
ご
と
空
虚
に
思
へ

り
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
げ

社
澱
崩
れ
絶
え
な
き
谷
の
雪
消

水
石
を
か
み
ゆ
く
音
を
た
て
つ

つ
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

◆
・
一
一
琴
◆
皇
一
－
◆
三
一
．
亨
◆
三
一
マ
◆
・
一
…
・
◆
・
一
一
一
＝
．
◆
三
一
一
．
◆
三
＝
．
◆
・
一
寺
．
◆
・
色
一
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
三
マ
◆
・
一
毒
．
◆
・
一
一
一
＝
．
◆
・
三
＝
．
◆
・
一
毒
．
◆
・
ロ
毒
．
◆
・
三
一
一
．
◆
・
一
毒
．
◆
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町営住宅入居者募集のお知らせ

蒲
生
句
会

（
4
月
1
0
目
　
高
田
公
園

　
　
　
　
　
春
日
山
吟
行
か
ら
）

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
め

片
栗
の
花
や
こ
こ
よ
り
搦
手
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

相
和
せ
ぬ
仲
は
沈
黙
花
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

鳶
舞
い
て
下
界
の
桜
な
が
め
を

り
　
　
　
　
　
　
　
良
　
治

古
径
邸
花
の
公
園
ど
ま
ん
中

　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

花
の
下
若
き
女
像
の
胸
隠
す

　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

咲
け
ば
散
る
後
幾
年
の
春
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

花
の
下
串
の
団
子
を
立
ち
て
食

う
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

謙
信
像
見
据
え
し
花
の
咲
き
初

め
し
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

春
日
山
見
渡
す
限
り
花
曇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

り
り
　
　
で

1．松代善宗塚住宅

①募集戸数2戸（17、21号室）

②主な部屋和室4．5畳（二部屋）

　　　　　　〃　　6畳

2．室野中通住宅

①募集戸数1戸（3号室）

②主な部屋和室8畳、6畳
　　　　　洋室11畳
※いずれも、所得上限の制限があ

　ます．家賃は所得に応じて異な

　ます。

○申込みは、役場建設課住宅係ま

新潟県上越健康福祉環境事務所

　　　（上越保健所）からお知らせ

重症急性呼吸器症候群

（SARS）の電話相談窓ロを
　　　　　　　　開設しました 　

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ぼ

花
冷
え
で
開
い
た
蕾
ま
た
萎
む

　
　
　
　
　
　
　
　
山
路

し
ぶ
み
俳
句
会

春
の
風
邪
電
話
の
声
も
男
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

五
目
見
ぬ
内
に
解
け
た
る
雪
の

嵩
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

春
泥
を
跨
ぎ
損
ね
て
し
ま
ひ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

退
職
の
は
が
き
の
屈
く
彼
岸
か

な
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

あ
た
》
か
や
忘
れ
て
居
り
し
万

歩
計
　
　
　
　
　
　
枯
水

初
蝶
の
風
に
吹
か
れ
て
右
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

師
に
送
る
走
り
の
ふ
き
の
と
う

を
摘
む
　
　
　
　
　
と
し
子

笹
鳴
き
の
聞
え
て
来
た
る
今
朝

の
霰
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

棟
上
げ
の
掛
矢
の
ひ
ゴ
き
春
の

空
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
ま

1．平　日
（1）電話相談窓口

　新潟県上越健康福祉環境事務所

　医薬予防課

　TELO25－524－6134（医薬予防課直通

（2）電話受付時間

　午前8時30分から午後5時15分芒

　で

6
月
催
し
物
の
ご
案
内

催開婁表発能芸

日時＝6月1

会場＝松代1

一第2回親擁葉潔一狸の目一

日時＝6月15日（日）午前9時～11時30分

会場＝松代小学校体育館

競技種目＝ドッジボールほか2種目

・町内の小・中学生とその家族どなた

　でも参加できます。（参加費無料）

・お申し込みは、6月6日（金はでに総

　合センターか総合体育館まで

（3）対象者　一般住民

2．土曜日・日曜日および祝日

（1）電話相談窓口

　新潟県福祉保健部健康対策課

　（県庁）

　TEL　O25－280－5200

（2）電話受付時間

　午前9時から午後5時まで

圓
圏
⇔
團
回

　
　
（
4
月
1
日
～
4
月
3
0
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

米
持
　
義
裕
・
村
山
　
織
恵
さ
ん

　
　
（
室
野
・
う
え
だ
い
も
ん
）

村
山
　
春
夫
・
山
岸
　
百
花
さ
ん

　
　
　
　
（
室
野
・
き
む
ら
や
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

池
田
　
彩
乃
ノ
・
清
人
・
里
美
さ
ん

　
　
　
　
（
松
代
・
下
町
住
宅
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

高
橋
シ
ゲ
ノ
さ
ん
　
　
　
8
2
歳

　
　
　
　
　
（
福
島
・
み
な
み
）

柳
謀
吉
さ
ん
　
6
7
歳

　
　
（
松
代
・
い
な
だ
や
桶
店
）

　男　　2，059人　　（＋2人）

　女2，191人（＋3人）
　計4，250人（＋5人）
世帯数　1，490世帯（＋5世帯）

　出生　1人　　死亡　2人
　転入　18人　　転出　12人

　　　　（15年4月末目現在）
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町の行事予定（5・6月）
ll休） 小満

幼児健診松代活性化センター13二〇〇～

22休）

23（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

欝繊 わくわくチャレンジクラブ野鳥観察

灘
新市まちづくり講演会、S・るさと会館14二〇〇～

春季近隣市町村バドミントン大会

親善ソフトボール大会第7回パターゴルフ大会

26（月）

27（火） すくすく教室松代活性化センター9二〇〇～

28（水） 第5回十日町広域圏合併任意協議会松之山町

29休）

30（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

繍㈱

気象記念日

町内三小学校運動会

2（月）

3（火）

4体） 歯の衛生週間

5休）
環境の日

日本脳炎予防接種松代小学校13二30～

6（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～
芒種

灘欝

町芸能発表会総合体育館

9（月）

10（火） 時の記念日

11（水）

12休） 日本脳炎予防接種総合センター13二30～

13（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

縫繊 わくわくチャレンジクラブ春のパイキング

父の日

親子スポーツの日松代小学校体育館

16（月） 戸籍コンピューター稼動

17（火）

18（水） 小学生通学合宿松和荘（21日まで）

19休） 日本脳炎予防接種総合センター13二30～

20（金） ほくほくの里運動会
心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

お知瑳i琶『

平成15年度

介護支援專門員実務研修受講試験のご案内

　県では、介護等を必要とする高齢者の相談等に応じる「介護支

援専門員（ケアマネージャー）を養成するため、次のとおり試験

を実施します。

1．試験日時　10月26目（日）午前10時から

2．会　　場　上越地区　県立看護大学（中・下越は別会場）

　※会場は、受験者が指定することはできません．

3．受験資格

　　保健・医療・福祉に関する国家資格等を持ち、その業務もし

　くは特別養護老人ホーム等で5年以上介護の業務に従事した実

　務経験が必要です．詳しくは高齢福祉保健課介護事業係にお問

　い合わせください。

4．受験案内配布および受験願書受付

　7月14日の）から8月15日（金）

5．問い合わせと受験案内請求先

　〒950－8570　新潟県庁（住所記載不要）

　　　　　　　高齢福祉保健課　介護事業係

　TEL　O25－285－5511（県庁代表）

東北電力から催し物のご案内

特別企画醐⑫魑家騰野。
　調べてみよう、見てみよう！親子で探検“電気の旅”

　　さらに、W杯の感動再び“ビッグスワン”も見学

◆日　　時＝6月15日（日）　8二15～18：30（昼食つき）

◆集合揚所＝東北電力十日町営業所（十日町市役所前）

　　　　　　営業所前集合　8：15（出発8：30）

◆見学場所＝（1）東新潟火力発電所

　　　　　　（2）紫雲寺風力発電所

　　　　　　（3）新潟スタジアム“ビッグスワン”

◆対象者＝小学生と保護者

◆参加費＝おひとり1，000円（昼食代として）

◆定　　員＝20組（お申込多数の場合は抽選）　40名

◆締切日＝平成15年6月5目休）

◆申込み先＝東北電力㈱十日町営業所

　　　　　　お客さまセンター　TELO257－52－3107
”1一　　　▼　8

風がない日だ。去年、国道沿いに老人会の人たちが植えてくれた
スイセンが、春の冷たい長雨にうたれうなだれている。それを慰め
るように飛ぶモンキチョウ。邪魔をするものはいない。この静と動
のコントラストに、空想を見る。チョウはやさしい脇役だ。明日に
はまた、気を取り直したスイセンが背丈を競って咲きほころぶだろ
う。「よしっ！　カメラを！」と思っても持っていなかった。後悔し

た。でも、このチョウの優しさを写真で表現できるだろうか。
〉晴れのよき日、成人式おめでとうございます。折りしも、統一地
方選挙の翌週で、初めて選挙をされた方も多いのでは。選挙権があ
るってことは、法的に認められた一つの成人の証。「棄権ゼロ記録を
めざす」なんてのも自慢のひとつかも。　　　　　　　　　　　㊨

市町村合併を考える講演会開催

時
場
マ
師

　
　
「

日
会
テ
講

5月25目（目〉午後2時～

まつだいふるさと会館常春ホーガレ

合併した場合のまちづくりをどう考えるか

橋立達夫氏（作新学院大学教授）
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【電　話】　7－2615
【ホームページアドレス】

http＝〃www．9．ocn．nejp／～m－tosho／

【メールアドレス】

m－tosyo＠beach．ocn．nejp
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あ
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主
婦
の
友
社
　
編

　
今
ま
で
「
お
裁
縫
は
苦
手
で
…
…
」
と
手
芸
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
た
人
に
薦
め
た
い
一
冊
で
す
。
基
本
の
手
縫
い
、
ボ
タ
ン
つ
け

か
ら
人
気
の
編
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ま
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
活
か
せ
そ
う
で
す
。

　　　　　　　　◇　新しい本の紹介　◇

　＊＊＊　一般　＊＊＊　　　　　　＊＊＊　えほん・じどう　＊＊＊

Y　DAY！！！　　　　山田　詠美　　しろいゴリラとくろいゴリラ　　　こやま峰子
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と小次郎　　　　　　　津本　　陽　　風車は地球の未来を救えるか？　樋ロ　清美

総奮栄習向群の本が入りまじた！
　　調ぺ学習に書利鶏下さい

わたしにもできるリサイクル1～4

世界なんでも情報館

ぼくらのイネつくり1～5
棚田はエライ

国際理解に役立つ世界の紛争を考える1～5

話し合いと発表力トレーニング1～3
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　　　　　【お知らせ】

☆お話の会＆ビデオ上映会と

　　　　　　　　アルファベット遊び

5月24日（士〉10：30～

　　　　みんな見にきてね！
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から小堺ハナさん、若井マサヲさん

さん、小堺イツ子さん

　
幅
約
6
㎝
　
長
さ
2
0
㎝
。
「
神
輿
（
み

こ
し
）
わ
ら
じ
」
と
い
う
、
足
の
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

に
す
っ
ぽ
り
と
隠
れ
る
く
ら
い
の
小

い
き粋

な
特
注
品
で
す
．

　
　
　
　
　
あ

　
わ
ら
じ
を
編
む
人
は
町
内
で
も
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ
蓬
平

で
は
、
現
在
も
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
が
わ
ら
じ
編
み
を
し
て
い
ま
す
．

　
わ
ら
じ
づ
く
り
は
、
は
じ
め
に
2

㌶
ほ
ど
の
締
め
ヒ
モ
を
な
う
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
す
．

　
わ
ら
じ
を
編
ん
で
3
0
年
と
い
う
小

堺
ハ
ナ
さ
ん
（
8
3
歳
）
は
言
い
ま
す
。

「
だ
ん
だ
ん
、
手
に
油
っ
け
が
な
く
な
っ

て
の
。
よ
い
じ
ゃ
な
く
な
る
の
」
。
福
々

　
　
や
わ

し
た
柔
ら
か
い
手
を
す
り
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
二
双
の
ワ
ラ
を
ひ
ね
り
な

　
　
よ

が
ら
繕
り
ま
す
。
ま
た
た
く
間
に
ヒ

モ
が
で
き
る
と
、
そ
の
ヒ
モ
を
二
重

に
折
り
返
し
て
四
本
に
し
、
あ
い
だ

を
交
互
に
ワ
ラ
を
差
し
込
ん
で
編
ん

で
い
き
ま
す
．
ワ
ラ
を
何
度
も
何
度

も
な
ん
ど
も
締
め
な
が
ら
、
沖
た
く

仕
上
げ
ま
す
．
路
面
に
足
を
擦
り
な

　
　
ね

が
ら
練
り
歩
く
、
動
き
が
激
し
い
神

輿
の
担
ぎ
手
の
手
荒
い
使
用
に
耐
え

る
た
め
で
す
．

　
使
う
ワ
ラ
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
稲

ワ
ラ
で
す
。
長
く
て
丈
夫
だ
か
ら
で

す
．
そ
の
ま
ま
だ
と
編
み
づ
ら
い
の

で
“
し
な
っ
こ
く
”
な
る
ま
で
何
度

か
叩
き
ま
す
。
ひ
と
り
百
束
（
※
）

く
ら
い
稲
ワ
ラ
を
使
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
さ
と
い
い
ワ
ラ
が
評
判

で
、
注
文
が
集
ま
り
ま
す
．

最
近
は
田
舎
体
験
に
訪
れ
る
、
都
会

の
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
ら
じ
編
み
を

教
え
て
い
ま
す
。
で
き
あ
が
る
と
み

ん
な
喜
び
ま
す
。

　
春
に
な
る
と
、
関
東
の
足
袋
問
屋

さ
ん
に
わ
ら
じ
が
納
め
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
わ

ら
じ
づ
く
り
も
一
服
で
す
。

　
今
年
も
あ
ち
こ
ち
の
お
祭
り
で
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
わ
ら
じ
は
活

躍
し
ま
す
．

（
※
i
一
東
は
十
把
。
一
把
は
両
手

で
つ
か
め
る
く
ら
い
の
た
ば
。
）
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